
れ
た
。

高
速
道
路
建
設
賓
■
）て
隼
声
の

一
千
レ
一な
二

、ヽ
二
言
二
要
ヤ
ヽ
⌒１

号
線
南
部
）
方
面
の
見
学
会
や
緊
急
役
員
会
、
弁
護
士
会
と
の
懇
談

な
ど
ハ
一
‘
ぐ

，
一
∵
一一
一
■
一
一

，―
日
、
．

，
一一
〓
・
号
線
東
部

（
い

わ
ゆ
る
藤
巻
ル
一
卜‐
〉
に
つ
い
て
の
市
原
案
が
発
表
さ
れ
た
。
前
年

の
素
案
ま
卜
は
多
少
一
市
側
が
証
歩
‐‐し
た
形
の
藤
巻
■
ン
ネ
ル
案
で
、

四
谷
通
い
‥‐ら
地
下
式
と
力
り
、
藤
巻
‐町
の
地
下
を
抜
け
て
新
池
の
南

側
付
近

へ
‐出
る
。
そ
し
‘
環

‐状
？
号
線
‐
の
高
針
Ｉ
ｏ
で
二
階
建
て
方

式
と
な
る
自‥
動
車
専
用
道
路
べ
結
ぶ
と
い
う
わ
け
だ
。
会
で
は
直
ち

に
市
議
会
建
設
環
境
部
会
へ
反
対
策
常
ｔ
「
ト
ン
ネ
ル
案
で
も
排
ガ

ス
滞
留
、
地
下
水
潜
れ
・
電
波
障
害
そ
の
他
、
住
民
の
迷
惑
は
非
常

に
大
き
い
。
一生
命
、
財
産
は
ど
う
‐な
る
。
藤
巻
町
を
通
す
の
は
弱
い

者
い
じ
め
で
は
な
い
か
」
と
主
張
し
た
っ
神
戸
・
六
甲
山
ト
ン
ネ
ル

調
査
も
こ
の
直
後
、
実
施
し
た
「　
　
一

四
月
四
日
に
は
繁
急，
事
態
を
迎
な
て
の
臨
時
総
会
。
こ
こ
で
は
会

員
の
強
い
反
対
意
志
が
確
認
さ
れ
、
今
後
の
対
策
を
討
議
し
た
。
来

賓
の
渡
辺
市
議
、
阪
本
市
議
か
ら
は

「
強
い
反
対
を
展
開
す
る
。
皆

さ
ん
に
協
力
す
る
」
と
力
強
い
激
励
が
あ

っ
た
。
四
月
十
二
日
は
会

の
全
員
行
動

（み
ん
な
で
市
長
、
市
議
会

へ
反
対
陳
情
）
。
約
百
人

の
町
民
が
参
加
し
、
渡
辺
市
議
ら
の
お
骨
折
り
で

「
非
機
能
的
ル
ー

１

一髪
い
者
い
じ
う
、
環
境
覆
壊
、
■
害

一
な
ど
を
■
言
一
、
〓
　
一一
．

長

‐
ら
に
激
し
く
詰
め
寄
つ
た
の
だ
っ
た
。　
　
‐
・
・

運
‐動
本―
部
、
各
部
の
―討
議
や
計‐
画
立
家
ぼ
ｉ
一
続‐‐
一
一に
行
わ
れ
た
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
緑
の
会
旗
の
作
成

・
配
布
、
反
対
申
看
板
の
作

成

・
設
置
、
市
へ
ａ
要
雲
書
と
公
開
質
問
状
の
提
出
な
‐ど‐‐二
一
大
車
輪

の
活
動
が
続
い
た
。
五
月
五
項
に
は
東
山
公
園
前
で
，「
緑
を
守
る

ハ

ガ
キ
配
布
」
．の
活
動
を
二
十
人
が
出
で
行
い
市
長
へ‐
ら
抗
議
を
行
楽

客
に
訴
え
て
成
果
を
あ
げ
た
。
　
　
一
　

・
一　
　
　
一．

市
側
も
、
四
月
二
十
八
日
に
な
東
区
説
男
会
、
づ
い
で
五
月
二
十

九
日
に
は
藤
巻
町
へ
の
説
明
会
を
い
市
内
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
行
っ

・
　

　

一

一
　

　

・一

一

た
。
お
役
所
的
な
、
逃
げ
ど
ご
ま
か
し
み
、
要
領
を
‐得
な
い
答
弁
に

対
し
て
、
住
民
側
の
激
し
い
詰
め
寄
■
と
質
問
が
飛
び
交
っ
た
の
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
と
く
に
、
藤
巻
町
へ
の
説
野
会
で
は
、
市
側
が

的
確
な
答
弁
が
で
き
ず
立
ち
往
生
の
て
い
た
ら
ぐ
だ

っ
た
。

そ
し
て
六
月

一
■
、
つ
い
に
名
古
屋
都
市
高
速
道
路
の
建
設
再
開

は
市
議
会
で
ゴ
ー
と
な
つ
た
ｏ
こ
こ
で
特
筆
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
は
、
１
号
線
東
部

（藤
巻
ル
ー
ト
）
が
留
保
の
ま
ま
ゴ
ー
と
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
四
谷
通
以
東
は
、
と
に
か
く
計
画
決
定
に
入
ら
ず

留
保
な
の
だ
っ
た
。
強
烈
な
住
民
運
動
が
、　
一
応
は
成
功
し
た
わ
け
。

七
月
十
八
日
、
第
二
回
総
会
。
な
ん
と
な
く
、
は
ぐ
ら
か
さ
れ
た
感
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この付近が トソネル出入り
日の予定

風船揚げ気流調査のひとこま
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ヽ
こ
，

一
〕

士
黒
鎌

一
１
二
■
キ
ユ
奪
〓
ｆ
・Ｆ

一
″
、　
夕
一
二
、　
■

置
、
寝
意
、
渡
通
各
南
欝
ｔ
轟
費
「．
吉

へ
■
ｉ
事
奮
警
′一．費
二
こ
■

答
二
報
告
、
岡
本
名
大
助
教
授
の

一
排
ヤ
ス
■
事
二
犠
さ

一
こ
つ
い

て
の
講
演
も
あ
っ
た
。

早
川
委
員
長
は
八
月
、
県
の
公
聴
会
に
公
述
人
と
し
て
出
席
さ
れ

「
高
速
道
路
は
つ
く
る
べ
き
で
な
い
」
旨
、
力
説
さ
れ
た
。
九
月
に

は
名
古
屋
大
学
で
も
反
対
の
動
き
が
始
ま
っ
た
。

本
会
の
独
自
調
査
活
動
の
目
玉
と
も
な
っ
た

夕
風
船
揚
げ
　
に
よ

″

る
気
流
動
向
の
調
べ
が
始
ま
っ
た
の
は
十
月
三
日
で
あ
る
。
米
国
や

ベ
ル
ギ
ー
で
排
ガ
ス
滞
留
に
よ
る
人
畜
の
被
害
が
出
た
こ
と
は
有
名

だ
が
、
藤
巻
町
の
丘
と
谷
と
い
う
地
形
が
よ
く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

専
門
家
の
知
恵
を
借
り
て
素
人
に
も
で
き
る
風
船
揚
げ
調
査
が
始
ま

っ
た
わ
け
だ
。
緑
橋
、
曙
橋
、
新
池
の
三
カ
所
で
二
十
人
の
会
員
が

数
十
個
の
風
船
を
飛
ば
し
て
、
そ
の
動
き
を
記
録
し
た
。
上
が
る
、
下

が
る
、
飛
び
去
る
、
戻

っ
て
く
る
、
谷
間

へ
落
ち
る
…
…
こ
の
調
査

を
長
期
間
続
け
る
こ
と
で
貴
重
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
。
研
究
部
と

こ
れ
に
協
力
す
る
会
員
の
努
力
は
こ
の
あ
と
長
く
続
い
た
。

十
月
に
は
市
、
市
議
会

へ
会
の
意
見
書
を
提
出
し
て
変
更
案
の
無

謀
と
矛
盾
と
横
暴
と
を
厳
し
く
指
摘
し
た
。

第
四
回
総
会
は
十

一
月
七
日
。
役
員
交
代
で
、
早
川
文
夫
会
長
、

二
〓
・〓
二
長
一≧
一稽
一・一、　
書
二
』驀
一暮
・継
一警
、̈
”碁
一̈社
長

１
ニ
ギ
ニ
∵
・晋
筆
彗
´

１．
誕
生
し
た

．
〓
長
会
を
最
高
審
議
決
定
機
関
と
す
る
、
自
治
会
長

は
覇
間
と
す
る
、
ｔ
決
ま

っ
た
．，
筒
井
県
議
、
本
谷
市
議
か
ら
激
励

さ
れ
、
気
象
専
門
家
の
島
川
先
生
の
講
演
を
聞
い
た
。
新
体
制
下
の

動
き
は
活
発
で
、
部
長
会
議
で
は
、
隣
接
の
地
域

・
団
体
と
の
接
触
、

西
山

・
高
針
両
土
地
区
画
整
理
組
合
と
の
折
衝
、
風
船
揚
げ
の
精
力

的
な
実
施
、
高
速
道
路
反
対
市
民
会
議
総
会

へ
の
出
席
な
ど
も
決
め
、

実
行
に
移

っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
十

一
月
、
県
の
都
計
審
は
市
の
変
更
案
を
受
け
入

れ
、
十
二
日
に
決
定
し
た
。

昭
和
５‐
年
度
の
主
な
活
動
記
録

５．
．
１
月
　
第
二
回
総
会
。
水
野
名
大
教
授
講
演
。
予
算

（会
費
は

月
額
五
百
円
）
と
活
動
方
針
な
ど
決
定
。

２
月
　
１
号
線
東
部
の
市
原
案

（ト
ン
ネ
ル
案
）
発
表
。
直
ち

に
市
、
市
議
会

へ
抗
議
と
反
対
の
陳
情
“

４
月
　
臨
時
総
会
。
来
賓
の
渡
辺
市
議
ら
が
強
ぐ
激
励
。

全
員
行
動
で
会
員
百
人
が
市
、
市
議
会

へ
陳
憶

緑
の
会
旗
配
布
、
反
対
中
看
板
の
設
置
、
市
へ
の
公
開

質
問
状
提
出
な
ど
相
次
ぐ
。
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「
「

名
東
区
説
明
会
が
市
内
の
ト
ッ
プ
を
切

っ
て
開
か
れ

た
。

５
月
　
東
山
公
園
前
で

「
緑
を
守
る

ハ
ガ
キ
運
動
」
を
展
開
。

藤
巻
町

へ
の
市
側
説
明
会
開
く
。
市
側
立
ち
往
生
の

一
慕
も
。

６
月
　
名
古
屋
都
市
高
速
道
路
の
建
設
再
開
が
市
議
会
で
決

ま
る
。
た
だ
し
１
号
線
東
部
ル
ー
ト
は
留
保
。

第
二
回
総
会
。
岡
本
名
大
助
教
授
の
講
演
。

県
の
公
聴
会
で
早
川
委
員
長
が
反
対
の
公
述
。

風
船
揚
げ
気
流
調
査
開
始
。
市
、
市
議
会

へ
意
見
書

提
出
。

１１
月
　
第
四
口
総
会
。
早
川
文
夫
会
長
、
山
田
治
夫
委
員
長
、

吉
池
事
務
局
、
各
部
長

・
副
部
長
の
新
体
制
発
足
。

島
川
先
生
の
講
演
。

県
の
都
計
審
が
市
の
変
更
案
を
受
け
入
れ
、
決
定
。

昭
和
５２
年
度
の
活
動

新
体
制
下
の
特
徴
は
、
部
長
会
を
最
高
審
議
決
定
機
関
と
し
た
こ

と
、
お
よ
び
隣
接
地
域

・
団
体
と
の
折
衝
、
近
在
の
土
地
区
画
整
理

組
合
と
の
話
し
合
い
、
風
船
揚
げ
調
査
の
連
続
実
施
に
よ
る
デ
ー
タ

７

月

８

月

１ ０

月

ξ

燎

高速道路 1号線東部計画略図 (留保中 )
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